


平成27年度 決算概要

実質単年度収支2億7,340万円の黒字決算

区　分 平成27年度 前年度対比

歳入決算額 463億9,931万円 17億3,659万円増

歳出決算額 448億7,912万円 16億8,286万円増

歳入歳出差引額 15億2,019万円 5,373万円増

実質単年度収支 2億7,340万円 2億2,475万円増

区　分 金額・指数 前年度対比

財政力指数（単年度） 0.897 -0.015

経常収支比率 82.8 -1.4

実質公債費比率 10.1 -0.2

将来負担比率 80.0 -14.2

地方債残高 465.8億円 5.6億円減

区　分 平成27年度 前年度対比

歳入決算額 276億1,630万円 22億73万円増

歳出決算額 266億1,543万円 23億2,071万円増

歳入歳出差引額 10億87万円 1億1,998万円減

区　分 平成27年度 前年度対比

歳入決算額 30億7,971万円 1,824万円増

歳出決算額 29億5,432万円 684万円減

歳入歳出差引額 1億2,539万円 2,508万円増

一般会計

財政状況指数

特別会計

水道事業会計（収益的収支）

※実質単年度収支は単年度収支に財政調整基金への積立金を加えた額

前年度対比では改善されつつあるが、実質公債費比率は県内
ワースト６位、将来負担比率は県内ワースト２位となっている。

※特別会計とは国民健康保険、介護保険、下水道事業など13会計

● 主な歳入

● 主な歳出

①市税収入は税制改正等により前年度から2.4億円減の
208.9億円

②地方消費税交付金は9.2億円増の23.6億円
③市債発行は中央消防署、学校給食センター建設等に5.2億
円増の41.9億円

①合併推進道路整備推進事業
②中央消防署建設事業
③地震・津波対策の推進

決算特別委員会委員長報告 （抜粋）

　平成27年度決算議案は、一般会計と特別会計・企業会計の２つの特別委員会を設置し、審査を行いました。
　一般会計決算特別委員会は、９月26日と27日の２日間、特別会計・企業会計決算特別委員会は、９月26日に開催され、審査の
結果いずれも原案のとおり認定すべきものと決定しました。また、10月５日の本会議において、両特別委員会の審査経過及び審査結
果が委員長から報告されました。各委員会で交わされた主な質疑は次のとおりです。

特定空き家の取り壊しが進まない要因として、固定資産税が上
がることが考えられるが。
今後は取り壊しなどの勧告がなされた建物の底地の部分になる
土地について、次年度の固定資産税課税から、特例措置（軽
減）の適用が外れることになる。
茶エンナーレは、茶の振興と茶文化の振興が欠けているように
思う。特に生産者との関係が見えないのでは。
茶エンナーレの事業内容については、お茶関係者の方々にもご
意見をいただきながら、本番に向けての準備を進めている。
今後の取り組みとして、地域生涯学習センターと地区まちづく
り協議会との効率的な運営をあげているがその方向性は。
地域の進度に差が見受けられるため、地域組織の弱体化を招か
ないよう支援をしていく中で、計画的に効率化を図っていきた
いと考えている。
土手や堤防の草刈りについては、高齢化等が進む中、危険が伴
うこともあり、地域での対応は困難では。
現在、多面的機能交付金を活用し対応していただいている地区
が20地区あり、その金額は6,800万円である。この活用をさらに
推進していきたい。

◎国民健康保険特別会計
経済情勢の厳しい中で国保税の収納率が上がっている、この状況について
伺う。
平成25年度から納税対策には職員を増員するなどの組織体制強化を図って
いる。公平公正の観点から滞納者の財産調査を徹底し、支払い能力のある
方からは徴収し、支払い能力の無い方は欠損として処理した結果である。

◎介護保険特別会計
介護保険制度の改正に伴い地域支援事業が一部対象外となり、掛川市の負
担が増えた部分と問題点について伺う。
要支援手前の方に対するホームヘルパーやショートステイの事業が市町の
事業となり負担増となった。国は地域支援事業を徐々に市町に移行させる
傾向にあるので、今後介護予防・日常生活総合事業は慎重に検討し対応し
ていく。

◎公共下水道事業特別会計
掛川処理区の整備率が大変低いが、事業完了予定はいつごろか。
平成73年度を完了予定としているが、今の試算では更に遅れる。今後整備
の遅れる地区は、合併浄化槽の整備をしていくなど事業転換を図ってい
く。

◎水道事業会計決算
現在の料金設定で経営が維持できるのか。
受水費が大きく影響するので、大井川広域水道事業団との平成29年度から
の受水単価の見直しなどを踏まえて、今後の給水量の減少を考慮し再構築
していく。

一般会計決算特別委員会 特別会計・企業会計決算特別委員会委員長
中 上 禮 一

委員長
山 本 行 男
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議　　案　　名 議決内容

予 算

平成28年度掛川市一般会計補正予算（第２号）について 全会一致可決
平成28年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決
平成28年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決
平成28年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決
平成28年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決
平成28年度掛川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決
平成28年度東山財産区特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決

そ の 他

掛川市道路線の認定について 全会一致可決
掛川市道路線の変更について 全会一致可決
平成27年度掛川市水道事業会計剰余金の処分について 全会一致可決
姉妹都市の提携について 全会一致可決
控訴の提起について 全会一致可決

人 事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 全会一致同意

決 算

平成27年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致認定
平成27年度掛川市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数認定
平成27年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致認定
平成27年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致認定
平成27年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致認定
平成27年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致認定
平成27年度掛川市水道事業会計決算の認定について 賛成多数認定

報 告

健全化判断比率の報告について 受　理
掛川市簡易水道特別会計資金不足比率の報告について 受　理
掛川市公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について 受　理
掛川市農業集落排水事業特別会計資金不足比率の報告について 受　理
掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別会計資金不足比率の報告について 受　理
掛川市水道事業会計資金不足比率の報告について 受　理

９月定例会における議案の審議結果一覧

「かけがわ茶エンナーレ」
に大きな期待
茶文化の新たな創造による地域産業の活性化、子育て支援
施策の拡充、地震津波対策費等に対する補正予算を審議・
可決しました。

平成28年度一般会計補正予算（第２号）

主 な 内 容

補正額 １億3,939万円

補正後の予算額 470億8,488万円

●茶文化創造千日プロジェクト事業費 600万円増
 茶エンナーレ開催委託料の増額

●保育園等施設整備費 1,430万円増
 認定こども園建設（大池）に係る造成工事費

●待機児童解消対策費 210万円増
 保育士の負担軽減を図るシステム導入費等補助

●産地パワーアップ事業費補助金 680万円追加
 水稲育苗施設の増設に対する補助

●ふるさと納税推進費 466万円増
 ふるさと納税システム・出荷支援システムの導入

●海岸防災林強化事業費 2,670万円増
 希望の森づくりを拡充

●松ヶ岡整備推進費 1,840万円増
 インターネットによる寄附制度を導入

●土木施設公共災害復旧事業費 １億1,340万円増
 初馬乙星線
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　８月23日に掛川市初の子ども議会を開催しました。本番に備えた事前研修会では、竹嶋議長から任命証

書を受け取り議員としての意識を高めたようでした。特に議長候補には我先にと手が挙がりその積極性に期

待が膨らみました。

　本番では、本会議場に入場する際、議席順に呼名され緊張感漂うなか一礼して議席に着きました。一般質

問では、議員24人が教育・子育て、防災、交通、環境問題等単刀直入に市長、教育長の考えを問いただし

ましたが、その内容は市議会議員に勝るとも劣らないものでした。特に、掛川市第２次総合計画や地震・津

波対策アクションプログラムを読んだ上での質問には、市長も驚きと喜びが交錯しているようでした。答弁

後は、議員一人ひとりが市政への思いや感想を述べました。中でも市長との議論を受けて市議会議員に意欲

を示す子ども議員に、傍聴者から感嘆の声が上がり拍手が起こる場面もありました。

　議会終了後、子ども議員の感想として「市議会で話し合われた内

容をもとに、市が良い方へと変わっていくことが分かった」「３年

後には投票権を得るので、これをきっかけに同じ若い世代の人たち

にも議会、掛川について知ってもらいたい」「３年後に選挙権を得

る中学３年生が議会を実体験するのだから、子ども議会ではなく、

他の名称がよいのでは」といった声が聞かれるなど、市政への参画

意識が高まったことは大きな成果であったと思います。

議長に７人が立候補
～かけがわ子ども議会～

議長抽選の様子

任命証書を受理した24人の子ども議員
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　掛川市議会では、市民の皆さまに議会活動や掛川市の重要な課題について知っていただく
とともに、ご意見や提言などをうかがうため、議会報告会を開催します。多くの皆さまの
ご参加をお待ちしています。下記の日程表をご覧いただき、都合のよい会場にご参加くださ
い。事前の申し込みは必要ありません。

　9月9日、市民が住み慣れた地域で最期まで安心して暮らせる仕組み作りを目指すために、議員提案によっ
て制定された「掛川市健康医療基本条例」への市民意識を高めるためのシンポジウムが、文化会館シオーネで
開かれ、市民400人が参加しました。
　記念講演をした静岡県医師会の篠原会長は、同条例制定は
画期的なことだとし、今後、在宅医療のニーズがますます高
まり、かかりつけ医を中心とした地域包括ケアシステムの構
築が重要であり、そのためには本人や家族の覚悟・心構えが
大切と指摘しました。
　医師、住民代表、議員、行政の４人のパネリストからは、
「元気なうちに終末期をどう迎えるかについて、４K（考え
る、家族と話し合う、書き記す、行動する）をＧ（元気なと
きに）進めたい」「行政や医療機関に任せるだけではなく、
市民一人ひとりが将来を見据えて考えなければいけない。」
など活発な意見が交わされました。

❶ 市民の皆様に必要とされる議会を目指して
❷ お達者度日本一を目指して
❸ 特別委員会の中間報告

開催日 地  域 会  場

11月 ７日（月）
東中学校区 南郷地域生涯学習センター
大須賀中学校区 大須賀支所２階市民交流センター

11月 ８日（火） 栄川中学校区 栄川中学校多目的ホール
11月 ９日（水） 西中学校区 市役所４階会議室
11月10日（木） 桜が丘中学校区 和田岡地域学習センター
11月11日（金） 大浜中学校区 大東支所３階市民交流センター
11月14日（月） 原野谷中学校区 原田地域生涯学習センター
11月17日（木） 北中学校区 初馬会館
11月24日（木） 城東中学校区 大東北公民館

開催時間は全会場、午後７時からです。

議会報告会が始まります

「生涯お達者」で“ぴんぴんころり”を実現しよう
〈掛川市健康医療シンポジウム〉

テーマ

聞こう
語ろう

まちのこと

主催者 竹嶋善彦議長 あいさつ
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催
し
た
。
本
年
度
末
に
、

検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
報

告
書
の
内
容
に
も
よ
る
が
、
平
成

29
年
度
か
ら
、
実
際
に
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
モ
デ

ル
と
な
る
中
学
校
区
を
決
め
て
、

小
中
一
貫
教
育
の
実
践
研
究
を
進

め
て
い
く
。
こ
の
実
践
研
究
か
ら
、

掛
川
な
ら
で
は
の
小
中
一
貫
教
育

モ
デ
ル
を
提
案
し
、
そ
れ
を
他
の

中
学
校
区
に
も
広
め
、
将
来
的
に

は
、
９
中
学
校
区
全
て
に
お
い
て

小
中
一
貫
教
育
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
二
期
目
の
実
績
と
今
後
は

松
井
市
政
を
継
続
推
進
す
る

た
め
、
来
年
４
月
市
長
選
挙

の
出
馬
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

引
き
続
き
市
政
の
か
じ
取
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
の

７
年
半
、
市
議
会
と
の
連

携
、
市
民
・
企
業
と
の
協
働
の
お

か
げ
で
数
々
の
事
業
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
成
果
に
は

大
い
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
目
の
前
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
課
題
は
数
々
あ
り
、
果
敢

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
２
０
４
０
年
の
将
来
人
口

12
万
人
と
い
う
高
い
目
標
の
達
成

に
向
け
、
次
の
４
年
間
で
そ
の
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
市
政
の
か
じ
取
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
決
意
を

し
て
い
る
。

創世会
二村禮一

創世会
山崎恒男

在宅医療推進が語られた
掛川市健康医療シンポジウム

学校教育法等の
一部を改正する
法律案の概要
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選
挙
事
務
に
高
校
生
の
起
用
は

高
校
生
に
も
主
権
者
と
し
て

の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、

投
票
率
向
上
を
促
す
た
め
、
投
票

立
会
人
や
選
挙
事
務
に
高
校
生
を

起
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

投
票
立
会
人
等
へ
の
起
用
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
る

高
校
生
が
投
票
事
務
等
を

行
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

体
験
を
通
じ
、
生
徒
自
身
の
投
票

意
識
の
向
上
や
、
社
会
参
画
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
大
変
意
義
が
あ
る
。

  

現
在
、
他
市
の
状
況
等
を
参
考

に
、
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

市
内
の
高
校
と
相
談
の
う
え
、
数

か
所
の
投
票
所
に
お
い
て
、
投
票

立
会
人
等
に
選
任
し
、
そ
の
成
果

や
課
題
を
検
証
し
、
他
の
投
票
区

に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
の
親
に
対
す
る
教
育
は

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
投
票
所
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
の
範
囲
が
児
童
・

生
徒
そ
の
他
の
年
齢
18
歳
未
満
の

者
に
拡
大
さ
れ
た
。
選
挙
人
が
子

ど
も
を
投
票
所
に
連
れ
て
行
く
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
で
選
挙
や
投
票

に
関
す
る
こ
と
が
話
題
に
な
る
な

ど
将
来
の
有
権
者
へ
の
有
効
な
選

挙
啓
発
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

検
討
中
で
あ
る

小
さ
い
頃
か
ら
親
が
投
票

に
行
く
姿
を
見
て
育
て
ば
、

早
い
時
期
か
ら
投
票
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
投
票
率
の
向
上
に
つ
な

が
る
。
参
議
院
選
挙
で
は
、
乳
幼

児
を
持
つ
若
い
親
御
さ
ん
を
対
象

に
啓
発
物
品
を
配
布
し
た
。
今
後

は
新
た
な
啓
発
事
業
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
頻
度
が
高
い
若
年
層

や
子
ど
も
を
持
つ
親
の
年
代
向
け

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
市
長
の
２
期
８
年

目
の
自
己
評
価
、
今
後
に
つ
い
て

（
仮
）
掛
川
西
環
状
線
の
道
路

整
備
計
画
は

３
年
前
に
一
般
質
問
を
し
て

以
来
、
そ
の
進
捗
状
況
が
見

え
な
い
。
国
や
県
の
考
え
方
と
と

も
に
、
掛
川
市
と
し
て
一
層
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
努

力
を
し
、
実
現
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

実
現
可
能
性
の
検
討
を
進
め
て

い
く

西
環
状
線
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
袋
井
市
と
合
同
の

勉
強
会
を
開
始
し
、
今
後
は
連
携

し
て
事
業
推
進
に
努
め
る
。
今
ま

で
と
は
違
っ
た
発
想
に
よ
る
実
現

可
能
性
の
高
い
検
討
を
進
め
て
い

く
。小

・
中
学
生
の
「
体
力
・
運
動

能
力
調
査
」
の
結
果
は

掛
川
市
の
結
果
は
、
男
女
と

も
良
か
っ
た
が
、
要
因
は
何

か
伺
う
。
ま
た
、
今
後
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
の
た
め
に
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
指
導
の
工
夫
を

し
て
い
る掛

川
市
の
ボ
ー
ル
投
げ
の

平
均
は
、
小
学
校
５
年
生
、

中
学
校
２
年
生
共
に
全
国
平
均
よ

り
高
い
。
フ
ォ
ー
ム
等
投
げ
方
指

導
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
今
後
も

「
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
」
の
指

導
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
柔
軟
性

を
高
め
る
補
助
運
動
や
腹
筋
、
背

筋
な
ど
を
鍛
え
る
補
強
運
動
に
よ

り
「
体
力
・
運
動
能
力
」
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

創世会
野口安男

創造みらい
榛葉正樹

（仮）掛川西環状線と繋がるであろう梅橋交差点
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地
方
創
生
交
付
金
の
活
用
と

課
題

地
方
創
生
は
、
地
方
自
治
体

の
今
後
の
あ
り
方
を
問
わ
れ

る
試
金
石
で
あ
る
。
地
方
活
性
化

交
付
金
で
実
施
し
て
い
る
事
業
は

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
入
り
口

の
施
策
で
あ
る
。
継
続
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
事
業
効
果
が
発
揮
で

き
な
い
事
業
も
あ
る
。
今
後
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

29
年
度
予
算
で
支
援
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
き
た
い

平
成
28
年
度
、
新
た
に
国
交

付
金
に
よ
り
、
じ
も
と
産
業

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
や

互
産
互
消
推
進
事
業
の
２
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
法
人
の
設
立
、
そ
の

後
の
自
立
し
た
運
営
を
目
指
す
。
じ

も
と
産
業
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に

自
立
す
る
た
め
に
は
、
数
年
間
は
支

援
が
必
要
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
互
産
互
消
推
進
事
業
は
、

地
方
都
市
間
で
の
地
域
産
品
交
流
、

人
的
交
流
を
専
門
的
か
つ
横
断
的
に

行
っ
て
い
く
地
域
商
社
を
設
立
し
、

地
方
都
市
間
の
互
産
互
消
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
、
地
域
産
品
・
観
光
・

定
住
交
流
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
平
成

28
年
度
法
人
の
設
立
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

各
事
業
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て
は
29

年
度
予
算
で
支
援
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
き
た
い
。

医
福
食
農
連
携
に
よ
る
健
康

都
市
づ
く
り

近
年
、
医
療
分
野
や
福
祉
分

野
と
連
携
し
た
農
業
分
野
の

取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

薬
用
作
物
の
栽
培
及
び
リ
ハ
ビ
リ
農

園
の
開
設
な
ど
医
療
と
農
業
連
携
に

つ
い
て
調
査
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

コ
ス
ト
面
で
経
営
が
成
り
立
つ
の

か
な
ど
を
研
究
す
る

掛
川
市
で
は
、
か
ね
て
よ

り
緑
茶
の
持
つ
健
康
機
能

面
に
着
目
し
、「
掛
川
ス
タ
デ
ィ
」

と
し
て
、
国
の
資
金
も
活
用
し
つ
つ

取
り
組
ん
で
き
た
。
結
果
、
掛
川
茶

の
高
い
品
質
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
、
付
加
価
値

向
上
と
い
う
成
果
に
つ
な
が
っ
て
き

た
。

　

薬
用
作
物
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

新
た
な
作
物
導
入
に
よ
る
農
業
振
興

と
い
う
観
点
や
、
栽
培
適
地
か
、
技

術
的
に
可
能
か
、
更
に
コ
ス
ト
面
で

経
営
が
成
り
立
つ
の
か
な
ど
を
研
究

し
、関
係
者
の
組
織
化
等
も
併
せ
て
、

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

西
山
口
小
学
校
の
学
童
保
育
を

分
室
か
ら
専
用
室
へ

西
山
口
小
学
校
の
学
童
保
育

は
、
希
望
者
が
多
く
、
家
庭

科
教
室
を
３
年
生
が
使
用
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
市
条
例
に
は
適

合
し
て
い
る
が
、
環
境
的
に
不
十

分
で
あ
り
、
専
用
室
の
新
築
を
望

む
。

状
況
の
大
き
な
変
化
が
あ
れ
ば

検
討
す
る学

童
保
育
の
新
た
な
施
設

整
備
の
方
針
と
し
て
は
、

西
山
口
小
学
童
保
育
所
に
限
ら

ず
、
学
校
施
設
の
使
用
を
第
一
に

考
え
て
い
る
。
来
年
度
以
降
も
、

学
校
、
地
域
と
行
事
等
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
引
き
続
き
使
用
し
て

い
き
た
い
。
新
築
す
る
考
え
は
、

現
段
階
で
は
な
い
が
、
今
後
状
況

の
大
き
な
変
化
が
あ
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

宮
脇
地
区
は
、
宅
地
化
が
進
み

用
排
水
は
緊
急
課
題

市
長
は
、
用
排
水
対
策
は
最

重
点
課
題
と
し
て
い
る
が
具

体
的
対
策
や
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
計
画
」、「
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
土
地
条
例
」
で
開
発
業
者
に
社

会
的
規
制
が
で
き
る
か
。

土
地
の
公
共
性
と
適
正
な
土
地
利

用
の
必
要
性
に
つ
い
て
御
理
解
を

い
た
だ
くま

ず
土
地
所
有
者
に
土
地

の
公
共
性
と
適
正
な
土
地

利
用
の
必
要
性
に
つ
い
て
御
理
解

を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
合
わ
せ
て
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
中
心
に
、
地
権
者
と

住
民
に
よ
る
地
区
の
課
題
を
解
決

す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
土
地
条

例
」
に
基
づ
き
、
策
定
し
た
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
、
地
権
者
と
地
元

住
民
及
び
掛
川
市
で
協
定
し
、
締

結
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
課
題
と

な
る
土
地
利
用
を
抑
制
す
る
こ
と

と
、
開
発
業
者
に
よ
る
良
質
な
土

地
利
用
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

創世会
雪山敏行

共産党
掛川市議団
鷲山喜久

西山口小学童保育所
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耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
地
域
農

業
の
振
興
の
た
め
の
方
策
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
る
農

地
の
集
積
化
は
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
つ
な
が
る
の
か
。
掛
川

市
の
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
対
策

の
実
施
状
況
を
伺
う
。

農
地
中
間
管
理
機
構
や
国
の
再
生

利
用
対
策
交
付
金
等
の
活
用

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
、
地
域
の
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
は
発
生
抑
制
の
観
点
か

ら
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
制
度
を
活
用
し
に
く

い
農
地
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
解

消
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

た
め
、
国
の
再
生
利
用
交
付
金
の

活
用
や
、
自
力
再
生
、
や
る
気
塾

に
よ
る
取
り
組
み
の
支
援
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
、
引
き
続

き
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
て

い
く
。

小
中
学
校
教
職
員
の
多
忙
な

勤
務
の
改
善
の
た
め
の
方
策
は

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間

数
の
平
均
が
小
学
校
39
時

間
、
中
学
校
59
時
間
と
な
り
、
多
忙

な
勤
務
実
態
が
更
に
進
ん
で
い
る
。

多
忙
化
を
解
消
す
る
た
め
に
、
教
職

員
の
配
置
や「
学
校
運
営
の
見
直
し
」

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
を

伺
う
。

教
職
員
の
定
数
増
に
つ
い
て
、
国

や
県
に
働
き
か
け
て
い
る

根
本
的
な
解
決
策
に
は
、
教

職
員
の
定
数
増
が
必
要
で

あ
り
、
教
職
員
の
定
数
増
に
つ
い

て
、
国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
る
。

市
は
、
非
常
勤
職
員
の
配
置
増
に

努
め
、
教
員
が
授
業
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
る
。
こ

の
他
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
し
て
「
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

出
席
簿
や
成
績
処
理
、
指
導
要
録

の
作
成
等
が
効
率
的
に
な
り
、
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
会
議
の
効

率
化
、
定
時
退
庁
日
の
設
定
等
学

校
運
営
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

水
道
に
つ
い
て

掛
川
市
議
会
は
、
水
道
事
業

に
対
し
、
平
成
26
年
４
月
４

日
に
「
水
道
事
業
に
係
る
提
言
書
」

を
政
策
提
言
し
た
。
今
後
私
達
の
暮

ら
し
に
必
要
な
命
の
水
が
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
建
設
工
事
に
よ
り
水
不

足
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
対
策
を

い
か
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

計
画
路
線
の
湧
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

に
よ
り
河
川
流
量
の
減
少
を
回
避

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
河
川
流

量
の
減
少
対
策
と
し
て
、

大
井
川
の
右
岸
側
に
導
水
路
ト
ン

ネ
ル
を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て

計
画
路
線
の
湧
水
を
導
水
路
ト
ン

ネ
ル
取
付
位
置
ま
で
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
流
量

の
減
少
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
、
各
種

協
議
会
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に

対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

掛
川
市
の
転
入
人
口
増
加
策
を

伺
う

「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
」
や
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
数
多

く
の
国
の
地
方
創
生
策
を
市
民
と
と

も
に
考
え
、
全
国
か
ら
見
て
も
掛
川

市
の
将
来
に
期
待
の
持
て
る
計
画
、

若
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
計
画
、
転

入
人
口
増
加
と
な
る
策
を
い
か
に
考

え
る
の
か
伺
う
。

日
本
一
の
子
育
て
支
援
が
進
ん
で

い
る
掛
川
市
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
て
い
く

現
在
掛
川
市
に
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
な
い
が
、

移
住
定
住
施
策
を
推
進
し
て
い
く

手
法
の
一
つ
と
し
て
今
後
の
可
能

性
を
探
り
た
い
。
ま
た
施
策
展
開

に
向
け
て
は
、
市
民
委
員
会
で
の

検
討
も
考
え
た
い
。

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
他
賑
わ
い

創
出
策
な
ど
、
若
者
が
掛
川
に

集
ま
り
た
く
な
る
よ
う
な
施
策
を

し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
、
若
い
方

が
生
活
す
る
の
に
大
変
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
、
日
本
一
の
子
育
て
支

援
が
進
ん
で
い
る
掛
川
市
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
。

創世会
小沼秀朗

共産党
掛川市議団
渡邊久次

耕作放棄水田

十九首水源地公園
「水道感謝のつどい」
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指
定
管
理
期
間
終
了
と
な
る

施
設　

今
後
の
対
応
は

制
度
導
入
施
設
は
42
あ
り
、

15
施
設
が
本
年
度
末
に
期
間

が
終
了
と
な
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め

に
運
営
か
ら
経
営
へ
と
発
想
の
転
換

が
必
要
で
は
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

指
定
管
理
者
が
施
設
を
経
営
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
考
え
て
お
り
、
原

則
と
し
て
、
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
次
期
指
定
管
理
者
を
選
定
す
る

予
定
で
あ
り
、
施
設
の
設
置
目
的
や

費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
た
中
で
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
最
大
化
す
る
た

め
の
提
案
を
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら

受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
じ
の
く
に
企
業
等
へ
の
施
設
紹

介
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
今
回
の
15
施

設
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
申
請
い
た
だ

く
た
め
、
施
設
の
管
理
運
営
方
針
や

業
務
要
求
水
準
を
明
確
に
示
し
、
温

泉
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
収
益

性
が
高
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
関
与
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、

単
に
施
設
を
管
理
す
る
だ
け
の
運
営

か
ら
、
施
設
利
用
者
数
と
収
益
を
今

ま
で
以
上
に
増
や
し
、
指
定
管
理
者

が
施
設
を
経
営
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

発
達
障
害
者
支
援
法
改
正
を
踏

ま
え
た
本
市
の
取
り
組
み
は

改
正
支
援
法
の
理
念
「
切
れ

目
の
な
い
支
援
」
を
行
う
た

め
に
は
、
現
在
の
成
長
過
程
で
担
当

が
変
わ
る
窓
口
業
務
を
改
善
し
、
当

事
者
や
家
族
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

い
、
各
部
署
の
担
当
窓
口
の
一
本
化

を
図
れ
な
い
か
伺
う
。

窓
口
の
一
本
化
に
向
け
て
検
討
す
る

掛
川
市
で
は
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
図
る
た
め
に
、
乳

幼
児
期
の
各
種
健
康
診
断
に
お
い
て

早
期
発
見
に
努
め
、
発
達
の
状
態
に

よ
っ
て
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
め

ば
え
の
利
用
や
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
子
育
て
支
援
員
に
よ
る
訪
問
に
つ

な
げ
て
い
る
。
就
学
期
は
、
小
学
校

の
特
別
支
援
学
級
、
特
別
支
援
学
校

等
で
対
応
し
て
い
る
。
窓
口
の
一
本

化
は
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
の
で
、

今
後
一
本
化
に
向
け
た
検
討
を
す
る
。

い
こ
い
の
広
場
管
理
計
画
を
問
う

掛
川
球
場
は
昭
和
51
年
に

建
設
さ
れ
、
現
在
で
は
い

た
る
箇
所
に
お
い
て
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
。
平
成
８
年
に
は
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
裏
ス
タ
ン
ド
が
改
築
さ
れ

た
が
、
今
後
、
安
全
性
や
利
便
性

を
考
慮
し
た
改
修
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

安
全
確
保
を
最
優
先
に
計
画
的
な

補
修
を
行
う

掛
川
球
場
は
昭
和
51
年
の

供
用
開
始
以
来
40
年
が
経

過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
施
設
の
補
修
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
の
掛
川
市
体
育
協
会

と
相
談
し
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
優
先
し
て
補
修
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
安
全
確
保
を
最
優
先

に
計
画
的
な
補
修
を
行
っ
て
い

く
。
来
年
度
以
降
は
、
特
に
劣
化

等
の
目
立
つ
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改

修
を
進
め
た
い
。

道
路
整
備
に
お
け
る
安
全
性

の
確
保
を
提
案

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
市
道
桜
木
中
横
断
線
に
つ

い
て
、
交
差
点
設
置
に
お
い
て
、

安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
重
大

事
故
の
発
生
が
起
き
に
く
い
と
さ

れ
る
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
方
式

の
交
差
点
設
置
を
提
案
す
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
、

円
形
の
平
面
交
差
点
で
、

信
号
や
一
時
停
止
の
規
制
が
無

い
、
環
状
の
交
差
点
で
あ
る
。
今

年
の
７
月
に
開
催
し
た
、
中
部
環

境
先
進
５
市
サ
ミ
ッ
ト
の
席
上
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を
設
置
さ
れ

て
い
る
飯
田
市
長
よ
り
、
安
全
性
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
環
境

性
、
信
号
機
を
使
わ
な
い
経
済
性
、

災
害
時
に
機
能
す
る
自
立
性
な
ど

の
効
果
が
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
減
少

も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
話
を
聞

い
た
。

　

環
境
日
本
一
を
目
指
す
掛
川
市

に
お
い
て
は
、
環
境
性
の
効
果
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
条
件
が
整
え

ば
、
導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

無党派の会
窪野愛子

創世会
大場雄三

老朽化が進む掛川球場

掛川市子育て協働モデル
事業で作成されたサポート
ブック『ニコリ』
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中
央
小
の
改
築
工
事
に
伴
う
、

周
辺
環
境
対
策
に
関
し
て

築
50
年
以
上
経
つ
中
央
小

の
北
校
舎
、
中
校
舎
の
改

築
工
事
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。

旧
校
舎
か
ら
新
校
舎
に
な
る
に
あ

た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
位
置
が
南

北
か
ら
、
東
西
に
広
が
る
形
と
な

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
が
校
外
へ

舞
う
方
角
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。
現
状
の
防
砂
対
策
計
画

で
十
分
か
伺
う
。

砂
塵
の
飛
散
を
少
し
で
も
減
ら
す

よ
う
配
慮
し
て
い
る

新
校
舎
の
完
成
後
、
現
在

の
校
舎
を
解
体
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
。
新
し
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
に
防
球
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
、
そ
の
下
部
は
網
目
の

細
か
い
防
砂
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
砂

塵
の
飛
散
を
防
止
す
る
。
ま
た
、

駐
車
場
を
舗
装
し
た
り
、
敷
地
境

界
に
生
け
垣
を
設
け
る
な
ど
、
砂

塵
の
飛
散
を
減
ら
す
よ
う
配
慮
す

る
。
砂
塵
に
つ
い
て
は
主
に
西
風

を
考
慮
し
て
い
る
が
、
完
成
後
の

状
況
を
確
認
し
て
必
要
が
あ
れ
ば

対
策
を
検
討
し
た
い
。

工
事
が
与
え
る
影
響
や
課
題
は

新
学
期
も
始
ま
っ
た
中
で
、

生
徒
の
通
学
や
学
校
生
活
、

学
校
イ
ベ
ン
ト
等
に
工
事
が
与
え

る
影
響
や
課
題
を
当
局
と
し
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

工
事
の
安
全
及
び
子
ど
も
の
運
動

量
を
確
保
す
る

安
全
面
で
は
、
工
事
エ
リ

ア
と
校
内
通
路
が
交
差
す

る
た
め
、
学
校
内
に
歩
道
橋
を
設

け
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
配

慮
し
た
。
体
育
の
授
業
は
、
支
障

な
く
実
施
で
き
て
い
る
が
、
子
ど

も
達
の
運
動
量
を
確
保
す
る
た

め
、
な
わ
と
び
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
の

工
夫
を
考
え
て
い
る
。
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
に
向
け
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
西
中
学
校
、
エ

コ
パ
へ
出
向
い
て
の
練
習
を
計
画

し
て
い
る
。

下
水
道
事
業
の
見
直
し
は

今
年
度
は
平
成
23
年
度
策
定

し
た
下
水
道
計
画
５
年
毎
の

中
間
見
直
し
の
年
で
あ
り
、
現
在

庁
内
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
財

政
負
担
の
平
準
化
と
維
持
管
理
の

低
減
策
を
念
頭
に
円
滑
な
事
業
推

進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る

が
公
共
下
水
道
の
整
備
を
ど
こ
ま

で
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

早
期
に
整
備
す
べ
き
区
域
を
設
定

す
る

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は

国
の
指
針
に
基
づ
い
て
見

直
し
、
早
期
に
整
備
す
べ
き
区
域

を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

汚
水
処
理
事
業
の
今
後
の
取
り

組
み
は農

業
集
落
排
水
事
業
や
浄
化

槽
市
町
村
設
置
推
進
事
業
な

ど
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

効
率
的
な
汚
水
処
理
事
業
を
推
進

す
る

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
施
設
の
機
能
診
断

に
よ
り
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
も
あ
わ
せ

て
公
共
下
水
道
に
統
合
し
、
施
設

更
新
費
や
維
持
管
理
費
を
節
減
し

て
効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
整
備
の
財
源

に
充
て
る
起
債
の
発
行
は
計
画
的

に
行
い
、
将
来
負
担
に
配
慮
し
て

事
業
を
実
施
す
る
。

　

浄
化
槽
市
町
村
設
置
推
進
事
業

は
、
平
成
29
年
度
以
降
の
新
規
地

区
の
実
施
は
と
り
や
め
、
同
事
業

未
実
施
地
区
で
の
汚
水
処
理
に
つ

い
て
は
浄
化
槽
個
人
設
置
事
業
を

推
進
す
る
。

創世会
山本裕三

公明党
かけがわ
山本行男

改築中の中央小学校

設置された合併浄化槽
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7月
 11日 ● 議会だより編集特別委員会
12日～14日
  ● 文教厚生委員会行政視察
   （千葉県鴨川市、佐倉市、栃木県 
  　　宇都宮市）
 15日 ● 第３回子ども・子育て支援特別 
    委員会
19日 ● 中東遠地区市議会議長協議会 
20日 ● 市議会全員協議会
  ● 議会報告会全体会議
  ● 第３回公共交通あり方検討特別
   委員会
  ● 第５回議会活性化特別委員会 
22日 ● 東遠議員交流フォーラム
25日～26日

● 子ども・子育て支援特別委員会
行政視察（富山県滑川市、富山市）

27日 ● 文教厚生委員会協議会

28日～29日
  ● 議員東京研修

8月
　8日 ● 東遠学園組合議会 
  ● 掛川市・袋井市病院企業団議会   
　9日 ● 議会だより編集特別委員会
    行政視察（静岡新聞社）
10日 ● 東遠地区聖苑組合議会
　　　 ● 東遠工業用水道企業団議会
   全員協議会
　　　 ● 東遠工業用水道企業団議会 
16日 ● 東遠広域施設組合議会
17日 ● 掛川市・菊川市衛生施設組合議会 
　　　 ● 小笠老人ホーム施設組合議会 
 18日 ● 県市町議会議員研修会（静岡市）
19日 ● 市議会全員協議会
　　　 ● 第４回子ども・子育て支援特別
   委員会
　　　 ● 第６回議会活性化特別委員会
 23日 ● かけがわ子ども議会
24日 ● 第４回公共交通あり方検討特別
　　　　委員会

 25日 ● 議会運営委員会   
　　　 ● 議員懇談会  
29日～31日

● 環境産業委員会行政視察
   （北海道札幌市、帯広市）

9月
  1 日～ 10月 5日 
　　　 ● 掛川市議会第３回（９月）
　　　　定例会
   5 日 ● 議会だより編集特別委員会
　9日 ● 掛川市健康医療シンポジウム
12日 ● 第５回子ども・子育て支援特別
   委員会
 13日 ● 議会運営委員会
 15日 ● 議員懇談会
　　　 ●  環境産業委員会協議会
20日 ● 議会運営委員会  
　　　 ● 第７回議会活性化特別委員会  
23日 ● 第５回公共交通あり方検討特別
  　 委員会
 28日 ● 議会運営委員会
　　　 ● 議会だより編集特別委員会

　
「
ね
ぇ
、
議
会
の
傍
聴
に
行
っ
て
み
な
い
？
」
と
お

誘
い
が
あ
り
、
議
場
に
初
め
て
足
を
運
ん
だ
の
は
今

年
初
旬
の
こ
と
。
子
ど
も
を
連
れ
て
訪
れ
た
議
会
は
、

議
場
に
入
っ
て
の
傍
聴
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

れ
か
ら
数
か
月
、
今
回
９
月
定
例
会
は
家
族
の
支
援

も
あ
り
傍
聴
が
か
な
い
ま
し
た
。
今
回
、
我
が
子
の

今
日
と
こ
れ
か
ら
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
達
に
も
声

を
か
け
、
傍
聴
し
ま
し
た
。
市
議
会
＝
「
私
た
ち
の

未
来
を
つ
く
る
場
」
と
い
う
事
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
傍
聴
に
み
ん
な
で
い
き
た
い
で
す
。

日
坂
地
区　

宮
城
真
由
子

傍

聴

席

【11月】
22日　本会議 （議案の提案説明）

【12月】
5日　本会議（一般質問）
6日　本会議（一般質問）
7日　本会議（一般質問、議案質疑、
　　　委員会付託）・常任委員会
12日　常任委員会協議会
21日　本会議
　　　　（委員長報告、質疑、討論、採決）

平成28年11月１日

編集/発行　掛川市議会 静岡県掛川市長谷一丁目1番地の1
☎0537(21)1160　http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp

※この市議会だよりは、資源リサイクル推進のためグリーン購入法適合再生紙を利用しています。

11月定例会の予定

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
み
の

あ
る
た
よ
り
に
な
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
静
岡

新
聞
社
」
を
訪
れ
、
編
集
方
法

を
学
ん
で
来
ま
し
た
。

  

表
紙
の
写
真
は
、
掛
川
市
民
の

取
り
組
み
の
様
子
を
掲
載
す
る

こ
と
、
見
出
し
は
、
十
文
字
以

内
で
簡
潔
に
す
る
こ
と
、
議
会

だ
よ
り
な
ら
で
は
の
内
容
を
提

供
す
る
こ
と
等
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

  

よ
り
よ
い
議
会
だ
よ
り
に
す

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の
感

想
や
御
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

  

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

野

口

安

男

左のコードをスマート
フォンやタブレットで
読み取るとホームペー
ジが見られます。

議会日誌

「
親
し
み
の

　
　

あ
る
も
の
に
」
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